
Lights, Camera, Action!  
（照明良し、カメラ良し、本番スタート!）

より良いレッスンにするための３つのポイント
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　テニスコートに戻ってレッスンを再開したいと切望し
ていらっしゃる皆さんが多いこの時期は、自己改善に務
める最善の時期だと思います。多くの皆さんがレッスン
の時間を減らしたり、あるいは全く活動を止めてしまっ
ている状況の中、すでに自己改善向けて動き出してい
るのではないでしょうか。であるとすれば、この記事
がお役に立つのではないかと思います。
　テニスの指導に関しては、様々な見方考え方があり
ますね。豊富にある入手可能な情報のいくつかを見て
みるのも良いでしょう。どちらか良いと思うものがある
か、いくつもの中から取捨選択をするのも良いでしょ
う。でも、ここではどれが良いかをお話しするのでは
ありません。私がお伝えしたいのは、多くのレッスン
や、クリニックや、キャンプや練習の場面で見落とさ
れている３つの重要なポイントについてです。

　この記事をご覧になって、私が書いていることは初
心者や子どもたちやある特定のグループの指導に関して
だけのことではないかと思われるかもしれません。しか
し、我々の仕事は、この素晴らしいスポーツを学ぶ人た
ちを指導し、やる気を出させ、取り組みやすくし、学習
過程が苛立たせるようなものにならないようにすること
です。30年以上にわたって主にクリニシャンや指導者養
成を経験して来た中で、良くないレッスンや活気のな
い生徒などを見てきました。
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ビル・リドル  
 
30年以上の指導歴を持ち、マーチン･メソジスト･
カレッジの男女チームのヘッドコーチと、テンプ
ルヒルズ･カントリークラブのテニスプログラム
の統括をしている。エンターテインメントの分野
にも関わっており、ナッシュビルで評判のラジオ
番組の制作や、テレビのコメンテーターやレポー
ターとしても活躍している。 
また、インターネット上でSNSなどを駆使して、
テニスの振興のためのプログラムを作成･運営し
ている。 
PTRの“On Point with PTR”というソーシャルメディ



　私がコーチを始めて間もない頃に受けた最良のア
ドバイスの一つは、今でも心していることです。ある
ベテランのコーチにこう言われました。「レッスンを
するときには、自分がこの世で最高のコーチであるつ
もりでやりなさい。」

　とは言うものの、彼の真意は長いことわからない
ままでしたが、演劇の勉強をした時に腑に落ちまし
た。あなたは世界でもトップのプレーヤーであった
り、トッププレーヤーを優勝に導いたかもしれませ
んが、何かが足りないのではないでしょうか。先に
述べた、レッスンで見落とされている３つの重要なポ
イント とは、情熱とエネルギーと創意工夫です。こ
こまで読んでいただいている方はもうしばらくお読み
いただけば、私の意味することがおわかりいただけ
るでしょう。 

　殆どの皆さんは、恐らく気楽にエネルギーに満ち
て毎日のレッスンをスタートしていることでしょう。
しかし、何時間も同じことを繰り返し繰り返し話して
いるうちに、気楽さもエネルギーも失せてしまいま
す。正直なところ、一日や週の終わりには、ただ同じ
動きを繰り返しているだけになってなってしまってい
るのではないでしょうか。これは誰でも経験してきた
ことなのです。 あなたが木のラケットを使って、ピッ
チリとした白いショートパンツを履いて指導を始めて
いた世代であったり、お金を得るために一日中しゃに
むにボールを打っている若いコーチであれば良くある
ことです。

　心当たりがあったり、いつかはこうなりそうだと
思う方は、以下に述べるポイントを覚えておきま
しょう。

1. 情熱
2. エネルギー
3. 創意工夫 

　自分のテニスに対する愛情や情熱をできる限り表現しましょう。テ
ニスに対するとめどない愛情や、テニスを好きになってもらいたいと
言う気持ちを持てば、上に述べたようなマンネリ化から脱却できると
思います。自分の仕事に情熱を注げないとしたら、なんでこの仕事を
選んだのですか？

　エネルギーとは、 一杯のコーヒーを飲んだときや、ラジオから流
れてくるあなたの好きな音楽を聞いている時に感じるそれです。エネ
ルギーは人に伝わりやすいので、あなたの発するエネルギーは生徒に伝
わります。コートに音楽を流したり、生徒やプレーヤーに向けるあな
たの笑顔が彼らのエネルギーの源になるのです。

　よく見落とされがちなのが、コート上での創意工夫です。私はいろ
いろと工夫をしますが、そういった姿勢が見られないのは、コートに
入ってすぐにかごから球出しをするようなコーチです。練習内容に
変化がなく、ターゲットや打球方向の指示もしないコーチです。
コーチならば誰でも気に入ったドリルや、いつも使うゲームをたくさ
ん知っているべきです。カンファレンスやワークショップに参加し
て、人気のあるドリルやゲームを仕入れましょう。殻から抜け出し
て、なにか新しいことに取り組んでみましょう。効果が上がるかもし
れません。
　ここまでお読みいただいて、ありがとうございます。私がこの仕事
を始めて間もなく聞いた含蓄のある言葉は、今日まで役に立っていま
すし、皆さんにも役立つものと思います。情熱やエネルギーや創意工
夫のどれかが欠けて、気持ちが途切れる日や時間は必ずあると思いま
す。そんな時は、次の時間は名優になったつもりで、テニスコートと
いう舞台で演技をしてみてはどうでしょうか。 

｢照明良し、カメラ良し、本番スタート!｣  
…きっと、新しいあなたを発見することでしょう！
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